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３月定例会
平成27年度予算を可決

13
39

1

40

一般会計予算額

 ４０億８４６８万円
特別会計予算額合計

 １２億４３１７万円
水道事業会計

 　１億４６８７万円（収益的支出）

　　　　２１８４万円（資本的支出）

一　般　会　計
　中学校関連施設・地域交流センター（体育館・プール）、幼稚園遊戯室整備事業
など「次世代育成」に関する予算に重点配分。

町税
5億4,385万円
13.3％

町税
5億4,385万円
13.3％

分担金及び負担金
488万円  0.1％
使用料及び手数料
4,381万円  1.1％
財産収入
1,130万円  0.3％繰入金

4億5,809万円
11.2％

繰入金
4億5,809万円
11.2％ 繰越金

5,000万円  1.2％
諸収入・寄附金
4,027万円  1.0％
地方譲与税
2,200万円  0.5％
交付金
6,740万円  1.7％

地方交付税
12億7,500万円
31.2％

地方交付税
12億7,500万円
31.2％

国県支出金
6億518万円  14.8％

町債
9億6,290万円
23.6％

町債
9億6,290万円
23.6％

自主財源
28.2％

依存財源
71.8％

歳  入

議会費
6,217万円  1.5％

総務費
6億2,564万円
15.3％

総務費
6億2,564万円
15.3％

民生費
5億5,320万円
13.5％

民生費
5億5,320万円
13.5％

衛生費
1億4,347万円  3.5％

農林水産業費
2億6,222万円  6.4％
農林水産業費
2億6,222万円  6.4％

商工費
6,293万円  1.5％

土木費
11億9,390万円
29.2％

土木費
11億9,390万円
29.2％

消防費
1億5,685万円  3.8％

教育費
4億6,699万円
11.4％

教育費
4億6,699万円
11.4％

公債費
5億3,380万円
13.1％

公債費
5億3,380万円
13.1％

諸支出金・災害復旧費
1,752万円  0.4％

予備費  600万円  0.1％歳  出
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震災対策事業 2,330万円

西部地区開発基本計画 1,000万円

社会保障税番号制度に伴うシステム改修事業 1,814万円

町民生活福祉バス運行事業 2,433万円

老人福祉対策事業 1,991万円

心身障害福祉事業 7,044万円

後期高齢者医療事業 5,929万円

児童手当支給事業 6,200万円

保健予防事業 2,924万円

塵芥し尿処理事業 4,389万円

パイプハウス整備事業 2,080万円

日本型直接支払交付事業 8,419万円

交流館管理事業 1,200万円

緊急雇用事業 1,430万円

橋梁長寿命化修繕事業 2,870万円

道路維持事業 1億6,142万円

道路新設改良事業 4,421万円

まちづくり交付金事業 7億9,500万円

防火水槽設置事業 1,000万円

小型動力ポンプ付積載車購入事業 1,138万円

消防救急無線デジタル化整備事業 1,642万円

幼稚園整備事業 1億5,565万円

こども館管理運営事業 1,065万円

国民健康保険 5億3,471万円

後期高齢者医療 4,171万円

介護保険 4億5,472万円

簡易水道 2,006万円

公団分収造林 2万円

農業集落排水事業 3,539万円

林業集落排水事業 1,632万円

公共下水道 1億3,152万円

個別生活排水事業 404万円

七ツ森地区下水道事業 468万円

水道事業　 収益的収入 1億4,965万円

　　　　　 収益的支出 1億4,687万円

　　　　　 資本的収入 680万円

　　　　　 資本的支出 2,184万円

平成27年度主なる事業（予算額1千万円以上）特別会計予算

(仮称)地域交流センター完成予想図

地域消費喚起・生活支援型

（950万円）

プレミアム商品券発行事業

300万円

子育て、高齢者世帯等支援商品券支給事業
270万円

ふるさと名物商品販売助成事業

200万円

高齢者等光熱費助成事業

180万円

地方創生先行型

（2,650万円）

地方版総合戦略策定事業

1,150万円

アートを活用した国内外観光誘客事業

800万円

「道の駅」における地域拠点の機能強化事業
300万円

子育て応援企業助成事業

400万円

まち・ひと・しごと　磐梯町版地域創生事業まち・ひと・しごと　磐梯町版地域創生事業
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

住
宅
政
策
に
つ
い
て

問�

　
今
後
の
住
宅
政
策
に
対
す
る

見
通
し
は
。

答�

　
若
者
定
住
住
宅
・
高
齢
者
向

け
住
宅
な
ど
、
今
後
の
課
題
を

見
据
え
た
中
で
総
合
的
に
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

問�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答�

　
27
年
度
は
シ
ス
テ
ム
の
改
修

を
行
い
、
28
年
度
か
ら
カ
ー
ド

を
発
行
し
供
用
開
始
さ
れ
る
予

定
で
す
。

西
部
地
区
開
発
に
つ
い
て

問�

　
西
部
地
区
開
発
の
計
画
は
。

答�

　
道
路
法
線
の
案
を
基
に
委
員

会
で
検
討
・
審
議
を
い
た
だ
き
、

27
年
度
は
道
路
法
線
を
確
定
し
、

土
地
利
用
を
含
め
た
全
体
の
基

本
構
想
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　
　
反
対
討
論

　
介
護
保
険
料
な
ど
の
軽
減
策
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
計
画
性

を
持
っ
た
事
業
推
進
を
図
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
西
部
開
発
計
画
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
本
予
算
案
に
反
対
す
る
。

〈
採
決
の
結
果
　
賛
成
７
反
対
２

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
〉

と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
緒

に
な
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

問�

　
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

拠
出
金
が
、
か
な
り
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
。

答�

　
こ
れ
ま
で
１
件
30
万
円
以
上

の
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
た

事
業
が
、
小
規
模
保
険
者
の
存

在
や
市
町
村
格
差
に
対
応
す
る

た
め
、
27
年
度
よ
り
1
円
か
ら

に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
か
ら
拠
出

金
・
交
付
金
が
増
額
と
な
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問�

　
繰
入
金
の
負
担
割
合
は
。

答�

　
県
４
分
の
３
、
町
４
分
の
１

と
な
っ
て
い
る
。

一
　
般
　
会
　
計

介
護
保
険
特
別
会
計

問�

　
引
き
こ
も
り
予
防
事
業
を
計

画
し
て
い
る
が
内
容
は
。

答�

　
男
性
の
各
種
事
業
へ
の
参
加

が
少
な
く
、
外
部
と
の
接
触
を

避
け
る
面
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
方
た
ち
を
講
演

会
な
ど
へ
参
加
さ
せ
る
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
り
、
保
健
師

水
道
事
業
会
計

問�

　
事
業
収
益
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
原
因
は
。

答�

　
前
年
度
比
約
8
％
の
減
収
を

見
込
ん
で
い
る
。
使
用
量
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
使
用

者
の
節
水
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

問�

　
使
用
料
の
見
込
み
と
水
洗
化

率
は
。

答�

　
現
在
の
接
続
戸
数
を
基
に
算

出
し
て
お
り
、
水
洗
化
率
は

84
％
と
な
っ
て
い
る
。

当
初
予
算
の
質
疑

　第６期介護保険事業計画は平成27年度から29年度の３ヶ年間で、高齢化率の推移などから、介

護サービス必要量の見込みと、それを確保するための方策、費用の適正化などについて定めてお

ります。

　今期の計画は、団塊の世代が後期高齢者となる平成37年を見据えた中長期的な視点に立った高

齢者施策の課題を視野に入れた計画として位置付けております。

介護保険料基準額を
� 月額6,100円に改定

　第６期介護保険事業計画に基づき、

介護保険料の改定がされました。

　所得標準に応じてきめ細やかに保険

料設定を行う観点から６段階から９段

階に見直されました。

第１号被保険者の保険料基準額 （年額）

段　階 　対　　象　　者 保険料の設定 平成27年度

第１段階 老齢福祉年金受給者、生活保護被保護者、町民税非課税世帯、本人年金収入等80万円以下の者 ×0.45 32,940

第２段階 町民税非課税世帯であって、本人年金収入等が80万円超120万円以下の者等 ×0.75 54,900

第３段階 町民税非課税世帯であって、第１段階及び第２段階以外の者 ×0.75 54,900

第４段階 世帯の誰かに課税者がいるが、本人は町民税非課税であって本人年金収入等80万円以下の者 ×0.9 65,880

第５段階 世帯の誰かに課税者がいるが、本人は町民税非課税であって本人年金収入等80万円以上の者 基準額 73,200

第６段階 町民税本人課税者（被保険者の合計所得金額が120万円未満） ×1.2 87,840

第７段階 町民税本人課税者（被保険者の合計所得金額が120万円以上190万円未満） ×1.3 95,160

第８段階 町民税本人課税者（被保険者の合計所得金額が190万円以上290万円未満） ×1.5 109,800

第９段階 町民税本人課税者（被保険者の合計所得金額が290万円以上） ×1.7 124,440
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行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

行
政
不
服
審
査
法
関
連
３
法
の
公
布
に
伴

い
、
処
分
等
の
求
め
及
び
行
政
指
導
の
中

止
等
の
求
め
の
手
続
を
設
け
る
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

道
路
占
用
料
の
基
礎
額
の
変
動
等
を
反
映

し
、
国
・
県
の
改
正
と
併
せ
、
見
直
し
を

図
る
も
の
。

４
．
自
然
と
歴
史
が
調
和
す
る
、
品
格
の
街

　
づ
く
り

・
不
法
投
棄
防
止
の
強
化

・
地
球
温
暖
化
防
止
と
省
エ
ネ
の
推
進
に
向

　
け
た
普
及
啓
蒙

・
西
部
地
区
開
発
計
画
の
具
現
化
に
向
け
た

　
取
り
組
み

・
安
全
安
心
な
道
路
交
通
の
確
保
と
整
備

・
橋
梁
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設

　
の
維
持
向
上

・
町
民
生
活
福
祉
バ
ス
の
利
便
性
向
上

・
地
域
防
災
体
制
の
確
立

５
．
と
も
に
考
え
、
行
動
す
る
協
働
の
ま
ち

　
づ
く
り

・
健
全
な
る
財
政
の
運
営
と
、
町
民
の
目
線

　
に
立
っ
た
町
政
の
運
営

１
．
文
化
が
薫
り
、
凛
々
し
さ
あ
ふ
れ
る
人

　
づ
く
り

・
幼
稚
園
の
３
歳
児
受
入
れ
と
「
こ
ど
も
館
」

　
の
開
館
に
よ
る
幼
児
教
育
の
充
実

・
屋
内
運
動
場
と
温
水
プ
ー
ル
の
複
合
施
設

　「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
完
成

・
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

・
史
跡
慧
日
寺
跡
の
整
備
継
続

・
金
堂
内
展
示
物
作
製
の
調
査
、
検
証

・
磐
梯
山
慧
日
寺
資
料
館
の
運
営

・
国
際
教
育
交
流
事
業
の
推
進

２
．
人
び
と
が
輝
き
、
躍
動
感
の
あ
る
産
業

　
づ
く
り

・
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策
の
構
築

・
人
、
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定

・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
の
継
続

・
地
域
振
興
「
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

　
券
」
の
発
行

・「
会
津
磐
梯
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
の
推
進

・
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開

　
催

・「
ロ
ボ
ば
ん
じ
ぃ
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

３
．
と
も
に
支
え
合
う
、
安
心
の
暮
ら
し
づ

　
く
り

・
高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
障
害
者
福
祉
の
充
実

・
疾
病
予
防
と
健
康
増
進
対
策
の
強
化

・
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が

　
で
き
る
環
境
づ
く
り

・
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営
の
確
保

・
介
護
予
防
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進

・
子
育
て
支
援
、
児
童
の
健
全
育
成
に
向
け

　
た
積
極
的
な
取
り
組
み

条
　
　
　
例

　
次
の
７
施
設
に
つ
い
て
管
理
を
引
き
続
き

今
後
３
年
間
、
継
続
し
て
行
う
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
医
療
セ
ン
タ
ー

・
介
護
老
人
保
健
施
設
「
り
ん
ど
う
」

　
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
公
益
法
人 

地
域
医
療
振
興
協
会

�

理
事
長
　
吉
新
　
通
康

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
社
会
福
祉
法
人 

　
　
　
磐
梯
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
　
吉
田
　
　
勇

・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
物
産
館

　
　
株
式
会
社 

会
津
嶺
の
里

�

代
表
取
締
役
　
五
十
嵐
源
市

・
交
流
館

　
　
磐
梯
町
商
工
会
　
会
長
　
吉
田
　
長
政

指
定
管
理
者
の
指
定

4月10日に開館した「こども館」の遊戯室

2015  町長の施政方針
　基本理念である「温もりと活力あるまちづくり」の具現化

に向け５つの基本目標を柱に、各施策を展開してまいります。

　27年度は、地域交流センターや幼稚園遊戯室整備などの継

続事業が主体となるが、地方版総合戦略策定や歴史的風致維

持向上計画など、今後のまちづくりにとって重要な計画の策

定を行います。
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　   鈴  木  久  一　議 員   　

１．町長の政治姿勢と政策について

２．町史跡の保存と利活用について

　   遠  藤  將  夫　議 員   　

１．�公共通信ネットワークのテレビ電話

について

２．�不法投棄防止のパトロールの強化に

ついて

３．�町内、観光施設周辺の景観環境整備

について

　   齋  藤  　  博　議 員   　

１．�平成２７年度の農林業の重点施策に

ついて

２．�高森平周辺の一般廃棄物最終処分場

の増設について

　   穴  澤  勝  俊　議 員   　

１．地方創生交付金事業について

　   鈴  木  和  意　議 員   　

１．�開かれた町民参加によるまちづくり

について

２．�平成２７年度の国保税、介護保険料

の負担軽減について

　   佐  藤  貞  夫　議 員   　

１．国の農政と、町への影響について

２．東松山地区の環境整備について

　   瀨  田  晃  旬　議 員   　

１．歴史的風致維持向上計画について

　   古  川  忠  明　議 員   　

１．子育て支援事業の拡充について

２．高齢化対策等の推進について

　   坂  本  一  益　議 員   　

１．�アルツまでの県道(ゴールドライン)

拡幅について

２．�食育としての学校給食と地産地消に

ついて

を

政　 問

町� う（一般質問）

臨時会

３
月
24
日

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入 

地
方
交
付
税

�

６
６
０
８
万
４
千
円
増

歳
出 

財
政
調
整
基
金
積
立

�

６
５
０
０
万
円
増

総
額
５
３
億
７
１
９
０
万
４
千
円

継
続
費
の
補
正

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
総
額
　
２
０
億
７
８
０
０
万
円

事
業
の
繰
越
　
９
事
業

◆
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　
事
業
の
繰
越
　
１
事
業

◆
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

　
工
事

　
　
７
８
８
４
万
円
↓

�

７
７
８
８
万
２
０
４
０
円

　
　
撤
去
費
用
の
減
額
に
よ
る
。

◆
町
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の

　
改
正
　

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、

磐
梯
町
に
住
所
を
有
す
る
園
児
で
、
磐

梯
幼
稚
園
以
外
の
他
市
町
村
の
認
定
こ

ど
も
園
等
に
広
域
入
園
す
る
園
児
の
保

育
料
の
上
限
額
を
国
の
基
準
ど
お
り
定

め
る
。

　
な
お
、
従
来
の
と
お
り
町
内
に
住
所

を
有
し
、
磐
梯
幼
稚
園
に
入
園
す
る
園

児
の
保
育
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

（登壇順）

ぜひ傍聴においでください。

手続きは、３階議場入口で住所氏名を記入するだけです。

くわしい日程は後日テレビ電話告知等でお知らせします。

次回の定例会は
６月上旬に行なわれます

　
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
議
長
７
年
以
上
、
在

職
功
労
者
と
し
て
、
穴
澤

保
議
長
。
議
員
15
年
以
上
、

在
職
功
労
者
と
し
て
、
鈴

木
久
一
副
議
長
と
鈴
木
和

意
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
多
年
に
わ
た
り
町
村
自

治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

自
治
功
労
議
員
表
彰
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一
般
質
問

町
史
跡
の
保
存
と
利
活
用

に
つ
い
て

【
質
問
】
今
年
は
、
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
今
後
も
、
そ
の
任
に
当

た
り
、
山
積
す
る
諸
問
題
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
所

信
を
伺
う
。

【
町
長
】
今
日
ま
で
培
っ
て
き
た

行
政
経
験
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
し
っ
か
り
と
生
か
し
た

な
か
で
、
常
に
町
民
の
心
を
心
と

し
て
情
熱
を
傾
け
、
次
世
代
へ
確

実
に
つ
な
が
る
温
も
り
と
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化
を
果
た

す
べ
く
、
引
き
続
き
町
政
執
行
に

あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
質
問
】
通
学
路
の
一
つ
で
あ
る
、

第
一
小
学
校
～
シ
グ
マ
入
口
ま
で

の
町
道
を
無
散
水
道
路
に
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
通
勤
・
通
学
時
間
に
支

障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
に
、
早
朝

よ
り
歩
道
・
車
道
の
除
雪
を
実
施

し
て
い
る
。
無
散
水
道
路
は
、
工

事
費
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
課

題
等
が
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
道
路
整
備
は
重
要
な

要
因
で
あ
る
が
、
財
政
及
び
維
持

管
理
を
視
野
に
入
れ
、
総
合
的
に

模
索
し
な
が
ら
、
冬
期
間
に
お
け

る
雪
道
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

【
質
問
】
今
後
の
若
者
定
住
住
宅

の
方
針
と
旧
諏
訪
山
一
戸
建
の
住

宅
の
更
新
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
諏
訪
山
住
宅

の
駐
車
場
整
備
計
画
を
前
倒
し
し
、

今
年
度
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

【
町
長
】
人
口
対
策
と
と
も
に
地

域
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
若
い
世
代
の
地

域
定
着
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
、
民
間
活
力
な
ど
を

含
め
、
町
の
将
来
を
見
据
え
な
が

ら
、
住
宅
政
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
諏
訪
山
の
木
造
、
一
戸
建
て
住

宅
に
つ
い
て
は
、
入
居
さ
れ
て
い

る
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
現

在
の
住
環
境
を
変
え
た
く
な
い
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
当
面

は
現
在
の
住
宅
の
維
持
管
理
に
努

め
、
退
去
等
が
発
生
し
た
場
合
は

新
た
な
募
集
は
行
わ
ず
、
順
次
取

壊
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
町
営
住
宅
駐
車
場
の
整

備
は
、
年
次
計
画
に
よ
り
進
め
て

お
り
、
26
・
27
年
度
に
、
こ
ぶ
し
ヶ

丘
町
営
住
宅
駐
車
場
を
、
28
年
度

【
質
問
】
町
の
玄
関
口
に
位
置
し
、

現
在
、
民
有
地
と
な
っ
て
い
る
古

塁
と
呼
ば
れ
て
い
る
大
寺
城
跡
が

あ
る
。
そ
こ
を
公
有
化
し
、
保
存
・

整
備
し
、
新
た
に
町
と
し
て
歴
史

に
学
び
観
光
に
活
か
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】「
大
寺
古
塁
跡
」（
お
お

て
ら
　
こ
る
い
　
あ
と
）
は
、
町

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、
15
世
紀
頃
に
葦
名
家
の
家

臣
で
あ
っ
た
佐
瀬
家
が
居
住
し
て

い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
学
術
上
価

値
の
あ
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
詳
細
な
調
査
を
行
な

い
、
所
有
者
の
理
解
を
得
て
町
指

定
文
化
財
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

公
有
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町長の政治姿勢と政策について

　   鈴　木　久　一　議員 　  

（町長）

温もりと活力あるまちづくりの具現化を果たすべく
引き続き町政執行にあたってまいりたい

に
諏
訪
山
町
営
住
宅
駐
車
場
の
整

備
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

大寺城跡（目でみる町史）より
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一
般
質
問

　   

遠
　
藤
　
將
　
夫
　
議
員 

　  
【
質
問
】
地
域
情
報
化
の
基
盤
整

備
を
図
る
た
め
整
備
さ
れ
た
磐
梯

町
公
共
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
テ

レ
ビ
電
話
に
つ
い
て
伺
う
。

　
テ
レ
ビ
電
話
の
付
属
機
器
で
あ

る
バ
ッ
テ
リ
ー
が
充
電
方
式
で
な

く
電
源
が
消
費
さ
れ
る
と
ア
ラ
ー

ム
が
な
り
取
替
え
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
防
災
の
通
信
機
器

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
停
電
時
も
使

用
で
き
る
充
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー
を

全
戸
配
布
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
バ
ッ
テ
リ
ー
は
通
常
５

年
程
度
の
寿
命
と
い
わ
れ
て
お

り
、
今
後
も
バ
ッ
テ
リ
ー
不
具
合

の
発
生
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
新
た

に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
整
備
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
が
、
現
在
テ
レ
ビ
電

話
が
設
置
さ
れ
て
い
る
９
７
２
戸

分
の
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
住
民
ニ
ー
ズ

景
観
に
配
慮
し
た
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ

い
て

テ
レ
ビ
電
話
、
付
属
バ
ッ
テ
リ
ー
の
改
善
を

（
町
長
）

防
災
の
観
点
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
継
続
し
、

新
た
な
方
向
性
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
多
様
化
な
ど
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
管
理
や
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る

行
政
情
報
の
提
供
体
制
を
総
合
的

に
検
討
し
、
新
た
な
方
向
性
を
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　
し
た
が
っ
て
、
当
面
の
間
は
、

現
在
の
機
器
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
体

制
を
継
続
す
る
が
、
防
災
の
観
点

か
ら
も
極
め
て
重
要
な
事
案
で
あ

る
の
で
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

【
質
問
】
現
在
、
各
地
区
の
保
健

委
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
が
、
不
法
投
棄
は
一
向
に
減
少

【
質
問
】
町
内
を
訪
れ
た
観
光
客

の
第
一
印
象
は
大
変
、
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
訪
れ
た
い
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
地
域
に
し
な
け
れ
ば
誘

客
の
増
加
は
望
め
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
慧
日
寺
周
辺
、
本
寺

地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は

じ
め
、
景
観
の
指
定
塗
装
色
を
施

し
た
も
の
を
設
置
し
、
観
光
客
の

感
触
を
高
揚
さ
せ
る
施
策
を
講
ず

る
べ
き
と
考
え
る
。
併
せ
て
、
各

行
政
区
に
も
統
一
さ
れ
た
、
景
観

色
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
現
在
、
町
内
に
あ
る

65
ヶ
所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

各
行
政
区
で
管
理
運
営
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
こ
ら

し
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
寺
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
が
認
定
さ
れ

れ
ば
、
慧
日
寺
周
辺
は
も
と
よ
り

磐
梯
町
に
観
光
客
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
門
前
町
と
し
て
歴

史
的
町
並
み
整
備
の
中
で
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
内
各
行
政
区
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
統
一
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
将
来
的
に
は
必
要

か
と
考
え
ま
す
が
、
当
面
は
現
状

の
ま
ま
で
設
置
、
管
理
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

不
法
投
棄
防
止
の
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
に
つ
い
て

し
ま
せ
ん
。
パ
ト
ロ
ー
ル
道
路
の

位
置
づ
け
と
看
板
等
の
表
示
を
行

い
月
一
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
東
・
中
・
西
に
各
一
名

の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
要
員
を
町
が

委
嘱
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を

図
り
不
法
投
棄
の
減
少
、
撲
滅
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
町
の
不
法
投
棄
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
要
員
と
し
て
１
名
が
県

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
随
時
町

内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
県
道
７
号
線
の
赤

枝
待
避
所
に
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
こ
こ
数
年
効
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
要
員
は
委
嘱
せ
ず
、
監

視
カ
メ
ラ
等
の
増
設
も
念
頭
に
お

き
な
が
ら
、
警
察
と
も
連
携
を
図

り
、
保
健
委
員
の
活
動
の
中
で
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
図
り
、
不
法

投
棄
の
撲
滅
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

保健委員によるパトロール
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一
般
質
問 27年度の農林業の重点施策について

　   齋　藤　　　博　議員 　  

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
増
設
に
つ
い
て

【
質
問
】
や
り
が
い
と
魅
力
あ
る

農
林
業
の
振
興
を
基
本
目
標
と
し
、

具
体
的
な
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う

に
本
年
の
重
点
施
策
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
経
営
体
強
化
が
大
切
で

あ
る
が
、
認
定
農
業
者
の
方
々
だ

け
で
農
地
保
全
・
農
業
用
水
路
の

維
持
管
理
・
畦
畔
の
除
草
作
業
・

農
薬
防
除
等
が
困
難
で
あ
り
、
兼

業
農
家
に
も
頑
張
っ
て
も
ら
う
よ

う
な
支
援
措
置
は
な
い
も
の
か
。

集
落
営
農
の
指
導
も
関
係
機
関
と

連
携
し
て
安
定
し
た
農
業
経
営
確

立
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】
町
全
域
を
対
象
に
策
定

し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
基

に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
や
助
成

事
業
を
活
用
し
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
を
図
る
と
共
に
、
水
稲

に
偏
る
こ
と
な
く
、
収
益
性
の
高

い
多
彩
な
園
芸
作
物
栽
培
を
奨
励

す
る
な
ど
、
競
争
力
の
高
い
安
定

し
た
農
業
経
営
を
行
え
る
よ
う
各

種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
・
多
面
的
機
能
支
払
制
度
」

に
取
り
組
み
、
地
域
の
共
同
活
動

と
し
て
農
業
用
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
担
い

手
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
集

落
単
位
で
農
地
を
維
持
す
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分

話
し
合
い
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

全
参
加
者
が
共
通
認
識
を
持
っ
た

上
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
町
の
面
積
の
75
％
は
森

林
で
あ
り
、
資
源
の
保
護
と
活
用

が
全
然
な
さ
れ
て
い
な
い
。
材
木

も
地
産
地
消
で
公
共
施
設
等
で
の

利
用
が
出
来
な
い
の
か
。

【
町
長
】
町
内
の
森
林
に
つ
い
て

は
、
森
林
所
有
者
と
林
業
者
が
共

同
で
「
森
林
経
営
計
画
」
を
策
定

し
、
間
伐
な
ど
の
管
理
が
行
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
過
程
で
産
出
さ
れ

る
間
伐
材
は
合
板
材
の
材
料
や
地

元
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
の
公
共
施
設
等
で

の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
町
公
共

建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

地
元
産
材
の
利
用
を
積
極
的
に
図

る
こ
と
と
位
置
づ
け
し
て
お
り
ま

す
。

【
質
問
】
現
在
使
用
中
の
沼
平
第

２
処
分
場
が
２
０
２
０
年
に
埋
め

立
て
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
処
分
場
を
、
周
辺
地
域
に
増
設

す
る
こ
と
に
、
近
隣
地
域
住
民
は
、

広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
に
加
盟

す
る
町
行
政
の
立
場
を
考
慮
し
、

苦
渋
の
選
択
を
致
し
理
解
を
示
し

ま
し
た
が
、
処
分
場
の
使
用
終
了

時
ま
で
は
、
必
ず
、
他
の
加
盟
市

町
村
に
設
置
す
る
よ
う
に
契
約
条

項
に
確
約
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
域
環
境
の
保
全
と
地

域
振
興
整
備
に
今
後
の
施
策
を
期

待
し
た
い
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

【
町
長
】
地
元
地
区
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
よ
り
、
沼
平
第
１
最
終

処
分
場
の
東
側
に
増
設
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
が
、
満
杯
に
な
る

予
定
の
20
年
先
の
最
終
処
分
場
の

候
補
地
・
場
所
に
関
し
ま
し
て
は
、

広
域
市
町
村
整
備
組
合
管
理
者
で

あ
る
会
津
若
松
市
長
と
よ
く
折
衝

し
な
が
ら
協
定
書
の
中
で
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
予
定
の
地
質
調
査
、
生
活
環
境

影
響
調
査
も
、
地
権
者
及
び
地
区

住
民
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

十
分
に
精
査
し
て
も
ら
い
進
め
て

も
ら
う
よ
う
、
整
備
組
合
に
進
言

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
還
元
施
策
事
業
に

つ
き
ま
し
て
も
、
今
ま
で
と
同
様

に
地
元
の
意
向
を
十
分
組
み
入
れ

た
中
で
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
対
応
し
て
ま
い
る
考
え
で
お
り

ま
す
。

（町長）

競争力の高い安定した農業経営を行えるよう
各種施策を展開する

埋め立てが進む沼平第２最終処分場
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一
般
質
問

　   

穴
　
澤
　
勝
　
俊
　
議
員 

　  

地
方
創
生
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

（
町
長
）

町
の
重
要
な
施
策
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

町
民
の
意
見
を
、
十
分
、
計
画
に
反
映
す
る

【
質
問
】
政
府
は
、
地
方
創
生
に

向
け
て
総
額
４
千
２
百
億
円
の
交

付
金
を
、
全
都
道
府
県
と
市
町
村

に
配
分
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
交
付
金
は
「
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
」
と
「
地
域
創
生
先

行
型
」
の
２
種
類
あ
り
、
こ
れ
ら

は
緊
急
的
取
組
で
、
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金

で
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
方
版
総

合
戦
略
を
２
０
１
５
～
２
０
１
９

年
（
５
ヶ
年
間
）
で
策
定
・
実
施

す
る
た
め
の
財
政
的
支
援
を
行
っ

て
い
く
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
農
業
の
担
い
手

確
保
・
育
成
、
観
光
振
興
策
の
実

施
、
地
域
交
通
の
利
用
促
進
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
等
の
施
策
を

町
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
集
落
ご

と
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
内
容
を
検
討
し
、
実
施
計
画

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
当
町
に
は
「
地
域
消
費

喚
起
・
生
活
支
援
型
」
と
し
て
９

０
６
万
円
、「
地
方
創
生
先
行
型
」

と
し
て
２
４
９
４
万
８
千
円
を
限

度
と
し
て
交
付
さ
れ
、
平
成
27
年

度
へ
の
明
許
繰
越
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。
な
お
、
交
付
金
は
本
定

例
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

　「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」

交
付
金
は
、
地
域
に
お
け
る
消
費

喚
起
策
や
こ
れ
に
直
接
効
果
を
有

す
る
生
活
支
援
策
が
対
象
事
業
と

な
っ
て
お
り
、「
地
方
創
生
先
行

型
」
は
、
地
方
が
定
め
る
今
後
５

年
間
を
期
間
と
し
た
地
方
版
総
合

戦
略
の
策
定
経
費
と
、
こ
の
戦
略

を
具
現
化
す
る
ソ
フ
ト
事
業
等
が

交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
地
方
版
総
合
戦
略
は
、
今

後
の
目
標
と
講
ず
べ
き
施
策
に
関

す
る
基
本
的
方
向
、
さ
ら
に
は
具

体
的
な
施
策
を
定
め
る
こ
と
と
な

り
、
町
と
し
て
も
本
年
秋
頃
を
目

途
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
個
々
の
事
業
効
果
を

判
断
す
る
客
観
的
数
値
目
標
を
掲

げ
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る

こ
と
と
あ
わ
せ
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
広
く
町
民
の
皆

様
の
声
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
新
た
に
審
議
会
を
設
置
し
、

計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
の
重
要
な
施
策
を
定
め
る
も

の
で
あ
る
の
で
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
に

対
し
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
耳
を
傾
け
、

十
分
に
計
画
に
反
映
す
る
考
え
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町長に結
果を送付

意見書は
国などの
関係行政
庁に提出

議
案
は

、
こ
の
よ
う
に

審
議
さ
れ
ま
す

。

採
決

（
可
決
・
否
決

)

討
論

（
賛
成
・
反
対

)

報

告

に

対

す

る

質

疑

本

会

議

で

委

員

会

の

審

査

結

果

を

報

告

委

員

会

審

査

所
管
の
委
員
会
に
付
託

（
審
査
を
委
ね
る
こ
と

）

議

案

に

対

す

る

質

疑

本

会

議

で

議

案

の

提

案

説

明

委員会で審査をしないもの

町

長

や

議

員

が

提

出
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一
般
質
問 町民参加によるまちづくりを

　   鈴　木　和　意　議員 　  

（町長）

町政への積極的な参加の推進と
幅広い意見反映を基本とする

【
質
問
】
町
は
各
種
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
れ
ら
の
意
見
、
答
申
を

受
け
て
諸
事
業
を
具
現
化
さ
れ
て

き
た
が
、
委
員
の
選
出
並
び
に
そ

の
目
的
、
効
果
の
評
価
と
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
委
員
の
選
出
は
、
設
置

の
目
的
に
照
ら
し
、
幅
広
い
意
見

や
専
門
的
視
点
か
ら
の
意
見
の
反

映
、
更
に
は
公
平
の
確
保
を
図
れ

る
こ
と
を
前
提
に
選
出
し
て
お
り

ま
す
。

　
目
的
、
効
果
に
つ
い
て
も
委
員

か
ら
の
意
見
を
反
映
し
た
中
で
、

事
業
執
行
に
あ
た
っ
て
お
り
、
十

分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
町
政
へ
の
積

極
的
な
参
加
の
推
進
と
幅
広
い
意

見
反
映
を
基
本
に
、
委
員
の
一
部

公
募
な
ど
、
選
任
方
法
の
見
直
し

も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
中
学
校
建
設
は
、
建
設

期
間
中
、
変
更
に
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
当
初
計
画
よ
り
事
業
費

が
嵩
み
大
幅
な
事
業
費
と
な
っ
た
。

こ
の
原
因
に
つ
い
て
ど
う
検
証
さ

れ
た
の
か
伺
う
。

　
ま
た
校
舎
、
引
き
渡
し
後
に
再

度
外
壁
等
の
変
更
工
事
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
町
民
か
ら
不
審

の
声
と
疑
問
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
町
民
に
対
す
る
説
明
責

任
が
あ
る
の
で
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

【
町
長
】
工
事
等
の
変
更
に
よ
り

契
約
金
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
そ
の
都
度
、
議
会
に
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、
原
因
の
検
証
を
し
、

理
解
を
い
た
だ
き
、
議
会
と
一
緒

に
な
っ
て
問
題
を
解
決
し
て
き
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
校
舎
の
外
壁
等

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
生
徒

の
安
全
性
を
考
慮
し
た
学
校
の
要

望
も
踏
ま
え
、
対
応
し
て
き
て
お

り
、
議
会
に
も
丁
寧
な
説
明
を

行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
理

解
は
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。

町
村
の
保
険
料
を
平
準
化
す
る
こ

と
を
理
由
に
拠
出
金
と
し
て
県
か

ら
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
い
ま

で
さ
え
高
い
と
言
わ
れ
る
国
保
税

が
さ
ら
に
上
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
町
は
引
下
げ
に
努
力
す
べ
き

と
考
え
る
が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

【
町
長
】
国
保
連
合
会
に
移
行
す

る
の
は
「
保
険
財
政
共
同
安
定
化

事
業
」
で
あ
り
、
対
象
事
業
の
拡

大
を
目
的
に
、
現
在
の
30
万
円
以

上
の
レ
セ
プ
ト
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
が
、
27
年
度
か
ら
全
て
の
レ
セ

プ
ト
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
国
保
税
は
医
療
費
実
績
、
被
保

険
者
数
等
に
よ
り
決
定
す
る
も
の

で
、
収
納
率
の
確
保
は
重
要
な
責

任
課
題
と
考
え
て
お
り
、
町
民
の

負
担
が
増
大
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
国
保
事
業
の
健
全
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】
今
国
会
で
介
護
報
酬
を

引
き
下
げ
よ
う
と
さ
れ
て
お
り
、

介
護
事
業
の
運
営
に
影
響
が
出
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
町
に
お

け
る
介
護
事
業
に
支
障
が
な
い
か

伺
う
。

　
さ
ら
に
、
第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
基
準
額
は
、
12
年
度
か
ら

比
較
し
26
年
度
は
２
倍
を
超
え
る

引
き
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
に
と
っ
て
重
い
負
担
で
あ
る
。

27
年
度
に
お
い
て
は
、
引
き
下
げ

る
支
援
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
報
酬
改
定
は
、
増
え
続

け
る
社
会
保
障
費
削
減
の
観
点
か

ら
で
、
同
時
に
介
護
職
員
の
待
遇

改
善
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
適
切
な
運
営
に
関
し

て
運
営
協
議
会
で
関
与
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
対

応
し
た
い
。

　
介
護
保
険
料
は
、
サ
ー
ビ
ス
見

込
み
量
を
基
に
算
出
し
て
お
り
、

12
年
か
ら
比
較
す
る
と
26
年
は
約

４
倍
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
用

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
増
加

は
、
高
齢
化
の
進
行
と
相
ま
っ
て

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
負
担
割
合
よ
り
介
護
保
険
財

政
が
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た

い
。

平
成
27
年
度
の
国
保
税
、

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て

【
質
問
】
27
年
度
か
ら
市
町
村
で

つ
く
る
国
保
連
合
会
に
移
行
す
る

と
い
う
制
度
改
正
に
よ
り
、
各
市
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一
般
質
問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
は
農
業
の
崩
壊
を
招
く
の
で
は

　   

佐
　
藤
　
貞
　
夫
　
議
員 

　  

（
町
長
）

米
の
生
産
額
は
、
ほ
ぼ
半
減
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

東
松
山
地
区
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

【
質
問
】
安
倍
政
権
が
進
め
て
い

る
、
Ｊ
Ａ
全
中
の
権
限
縮
小
や
分

離
、
さ
ら
に
は
農
業
委
員
会
の
権

限
の
縮
小
な
ど
、
農
業
に
関
す
る

一
連
の
動
き
は
、
輸
出
企
業
を
優

遇
し
、
農
業
を
犠
牲
に
す
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
加
入
す
る
た
め
の
地
な
ら
し

で
あ
る
。
中
山
間
地
で
あ
る
わ
が

町
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
入
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る

と
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
農
林
水
産
省
が
公
表
し

た
試
算
に
よ
る
と
、
全
国
で
米
の

生
産
額
は
、
ほ
ぼ
半
減
す
る
こ
と

と
な
り
、
当
町
に
お
い
て
は
、
生

産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
厳
し
い
も

の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

【
質
問
】
国
が
行
お
う
と
し
て
い

る
生
産
調
整(

減
反
政
策)

の
廃

止
で
コ
メ
が
全
面
的
に
市
場
原
理

に
委
ね
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
米
価

の
乱
高
下
は
必
至
で
あ
り
、
小
規

模
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
大
規
模
経

営
農
家
ほ
ど
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、

水
田
農
家
は
総
崩
れ
に
な
る
。
こ

の
生
産
調
整
の
廃
止
に
つ
い
て
町

長
は
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
か
。

【
町
長
】
国
は
平
成
30
年
よ
り
生

産
調
整
は
行
わ
な
い
方
針
で
あ
る

が
、
生
産
過
剰
な
コ
メ
の
新
た
な

生
産
調
整
の
制
度
が
無
け
れ
ば
混

乱
す
る
。
調
整
が
行
わ
れ
る
よ
う

国
、
県
、
Ｊ
Ａ
に
働
き
か
け
て
行

く
。

【
質
問
】
担
い
手
の
減
少
や
高
齢

化
、
耕
作
放
棄
地
の
広
が
り
な
ど
、

今
日
の
日
本
農
業
の
危
機
的
事
態

は
、
歴
代
政
府
が
、
ア
メ
リ
カ
財

界
の
い
い
な
り
に
食
料
の
大
半
を

外
国
に
委
ね
た
結
果
で
あ
る
。
今

後
は
食
料
の
自
給
率
の
向
上
を
図

り
、
価
格
保
証
、
所
得
補
償
の
充

実
で
農
業
経
営
が
成
り
立
つ
条
件

の
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
町

も
農
家
の
下
支
え
を
行
う
必
要
が

あ
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
生
産
者
が
国
・
県
の
農

業
振
興
制
度
を
十
二
分
に
活
用
で

き
る
よ
う
営
農
組
織
の
育
成
を
図

る
と
共
に
、
町
独
自
で
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
な
ど
の
各
種
農

業
振
興
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
。

【
質
問
】
駅
東
口
の
建
設
を
中
心

と
し
た
東
松
山
地
区
の
開
発
が
な

さ
れ
、
そ
の
後
、
新
た
な
動
き
は

無
い
が
、
こ
の
東
松
山
地
区
の
開

発
計
画
の
完
成
の
見
通
し
は
ど
う

な
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
緊
急
車
両
の
通
行
も
出

来
な
か
っ
た
地
区
で
あ
っ
た
た
め

道
路
整
備
と
駅
東
口
の
整
備
は
既

に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
住
宅
地
の
整
備
は
、

分
譲
地
と
し
て
当
初
、
開
発
を
予

定
し
て
い
た
が
、
予
定
地
が
共
有

名
義
の
土
地
で
あ
る
た
め
、
取
得

が
極
め
て
困
難
な
こ
と
か
ら
、
住

宅
地
開
発
を
断
念
し
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

【
質
問
】
若
者
住
宅
建
設
な
ど
、

人
を
呼
び
込
む
政
策
を
行
っ
て
き

た
が
、
人
口
の
流
失
を
避
け
る
政

策
の
強
化
も
大
切
で
あ
る
。

　
東
松
山
地
区
は
バ
ス
や
電
車
の

利
便
性
は
良
い
が
、
家
の
新
築
や
、

改
造
を
希
望
す
る
人
が
、
公
共
下

水
道
に
、
接
続
で
き
ず
に
悩
ん
で

い
る
方
々
が
お
り
、
こ
の
地
区
の

下
水
道
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
市
町
村
へ
の
流
出

を
防
ぐ
こ
と
に
も
貢
献
で
き
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
策
が
急
が
れ
る

が
、
町
の
対
応
を
伺
う
。

【
町
長
】
東
松
山
地
区
は
利
便
性

の
高
い
地
区
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
開
発
に
伴
う
課
題
が
解
消

さ
れ
、
住
宅
地
の
需
要
状
況
等
に

大
き
な
変
化
が
あ
れ
ば
、
改
め
て

住
宅
地
整
備
に
向
け
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
個
別
の
案
件
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
を
通
じ
て
、
町
民
の

相
談
に
乗
り
、
問
題
の
解
決
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

整備された駅東口
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一
般
質
問 歴史的風致維持向上計画について

　   瀨　田　晃　旬　議員 　  

（町長）

計画策定や事業の実施にあたり、本寺地区との
話し合いの場を継続して開催する

【
質
問
】
平
成
27
年
度
の
認
定
に

向
け
進
め
て
い
る
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
計
画
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

【
町
長
】
１
点
目
は
、
歴
史
的
風

致
の
基
盤
を
成
す
文
化
財
の
保
全

と
利
活
用
。
２
点
目
は
歴
史
的
な

街
並
み
や
建
造
物
の
保
存
、
利
活

用
。
３
点
目
は
周
辺
環
境
の
整
備
。

４
点
目
は
歴
史
的
風
致
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。
５
点
目

は
歴
史
的
風
致
の
一
体
的
な
管
理

運
営
を
柱
に
計
画
を
策
定
す
る
。

【
質
問
】
道
路
整
備
の
中
で
、
土

舗
装
や
用
水
路
を
開
口
式
に
し
て

流
れ
が
見
え
る
整
備
計
画
と
伺
っ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
道
路
が
狭
く

な
り
、
歩
行
者
の
危
険
が
増
す
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は
計

画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
の
か
。

【
町
長
】
道
路
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
史
跡
整
備
指
導
委
員
会
の
助

言
を
い
た
だ
く
中
で
、
道
路
整
備

は
地
域
生
活
の
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
方
々
の
要
望
を
十
分

に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
無
電
柱
化
を
計
画
し
て

い
る
と
伺
う
が
、
防
犯
灯
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

【
町
長
】
防
犯
灯
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
道
路
整
備
計
画
と
あ
わ
せ

て
検
討
す
る
。

【
質
問
】
地
域
住
民
の
生
活
に
根

付
い
た
歴
史
あ
る
祭
り
は
、
認
定

の
大
事
な
要
素
の
一
つ
と
伺
う
が
、

県
指
定
の
舟
引
祭
り
・
巫
女
舞
を

維
持
す
る
た
め
の
支
援
は
対
象
に

な
る
の
か
。

【
町
長
】
舟
引
祭
り
と
巫
女
舞
は
、

歴
史
的
風
致
活
動
で
は
不
可
欠
な

民
俗
伝
承
行
事
で
あ
る
の
で
、
本

寺
地
区
の
皆
様
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
支
援
を
継

続
し
て
い
く
。

【
質
問
】
景
観
を
維
持
向
上
さ
せ

る
た
め
、
地
区
内
の
空
き
地
や
空

き
家
を
買
収
し
て
駐
車
場
や
門
前

市
、
休
憩
所
な
ど
に
有
効
な
利
活

用
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
個
人
の
資
産
に
つ
い
て

は
、
本
寺
地
区
と
し
て
歴
史
的
風

致
を
保
存
・
活
用
す
べ
き
と
い
っ

た
地
域
に
根
差
し
た
意
識
が
形
成

さ
れ
て
い
く
中
で
、
地
域
と
し
て

も
町
と
一
緒
に
な
っ
て
検
討
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

個
々
の
方
々
が
門
前
市
や
休
憩
所

な
ど
を
整
備
運
営
す
る
こ
と
は
、

大
い
に
本
寺
地
区
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
地
域
住
民
の
合
意
形
成

は
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
住
民
の
考
え
を
計
画
に

盛
り
込
む
の
か
伺
う
。

【
町
長
】
計
画
策
定
や
事
業
の
実

施
に
際
し
て
も
、
本
寺
地
区
と
の

話
し
合
い
の
場
は
継
続
し
て
開
催

し
た
い
。

　
更
に
、「
磐
梯
町
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
推
進
協
議
会
」
で

検
討
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
協
議
会
に
は
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
方
と
あ
わ
せ
、
本

寺
地
区
か
ら
有
識
者
と
し
て
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
様
の
声
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
お
聞
き
し
、
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

　   

古
　
川
　
忠
　
明
　
議
員 

　  

高
齢
化
対
策
等
の
推
進
に

つ
い
て

【
質
問
】
少
子
化
は
地
域
活
動
を

支
え
る
世
代
の
減
少
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
様
々
な
文
化
や
伝

統
を
次
の
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
、
町
と

し
て
義
務
教
育
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
父
兄
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

小
学
校
入
学
時
に
３
万
円
、
中
学

校
入
学
時
に
５
万
円
、
修
学
旅
行

費
の
公
費
負
担
の
援
助
を
図
り
、

人
を
育
て
る
施
策
を
講
ず
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い

る
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
児
童

手
当
や
本
町
独
自
の
誕
生
祝
金
や

幼
稚
園
保
育
料
の
無
料
化
な
ど
多

数
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
県
内
の
市

町
村
の
中
で
も
、
本
町
に
お
け
る

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
な
支
援

は
、
相
当
手
厚
い
内
容
で
は
な
い

か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
で
も
、
子
育
て
世
帯
を
対
象

に
建
設
し
ま
し
た
若
者
住
宅
に
つ

い
て
は
、
第
二
小
学
校
の
複
式
学

級
の
解
消
だ
け
で
な
く
、
県
内
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
で
15
歳
以
下
の

子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
中
、
県

内
で
２
番
目
に
多
い
子
ど
も
の
増

加
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
策
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
誕
生
祝
金
に
つ
い
て
も
、
基
金

を
財
源
と
し
て
お
り
、
限
り
あ
る

貴
重
な
財
源
で
あ
る
の
で
有
効
的

に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
義
務
教
育
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
節
目
で
の
資
金
援
助
に
つ
い
て

は
、
文
部
科
学
省
の
補
助
事
業
に

よ
り
低
所
得
世
帯
を
対
象
と
す
る

新
入
学
児
童
生
徒
の
学
用
品
や
学

校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
の
支
援

な
ど
、
法
に
基
づ
く
義
務
教
育
段

階
で
の
就
学
援
助
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
適
正
な
執
行
に
よ
り
今

後
も
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
質
問
】
今
年
の
降
雪
は
、
切
れ

間
が
な
く
生
活
環
境
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
、
老
人
世

帯
な
ど
の
住
宅
周
辺
環
境
は
、
屋

根
の
雪
が
軒
先
ま
で
繋
が
っ
て
い

る
家
、
玄
関
か
ら
出
ら
れ
な
い
家

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
景
で
す
。

　
地
区
の
民
生
委
員
と
社
会
福
祉

協
議
会
等
と
の
連
絡
の
薄
さ
や
、

行
政
が
任
せ
き
り
で
実
態
の
把
握

調
査
も
き
ち
ん
と
さ
れ
ず
、
事
故

が
起
き
た
ら
と
考
え
る
と
、
手
厚

い
福
祉
の
対
応
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
町
は
民
生
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
、
ど
の
よ
う
な
役
割

分
担
を
定
め
、
福
祉
向
上
に
努
め

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
関
係
機
関

に
対
し
町
と
し
て
現
実
の
実
態
を

見
て
、
行
政
関
与
は
具
体
的
に

行
っ
て
き
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
今
年
度
は
早
い
時
期
か

ら
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、
例
年
以
上

の
積
雪
と
な
り
、
一
人
暮
ら
し
、

老
人
世
帯
に
限
ら
ず
除
雪
作
業
が

間
に
合
わ
な
い
住
宅
も
数
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
民
生
児
童
委
員
の
方
々
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
割
に
よ
り
活
動

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
地

区
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
、
老
人
世

帯
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
件
数
の

多
い
地
区
に
お
い
て
は
、
大
変
ご

苦
労
を
か
け
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
会
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
事
務
局
運
営
を
担
い
、

町
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定
管

理
し
て
お
り
ま
す
。
宅
配
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
地
区
の
見
守
り
訪
問
な

ど
が
主
な
業
務
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
除
雪
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
行
っ
て
お
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
不
可
能
の
場
合
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
繋
い
で
、

随
時
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
依
頼
が
集
中
し
た
場

合
や
除
雪
場
所
に
よ
っ
て
は
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
世
帯
が
増
々
多
く
な
り
、
実
態

把
握
や
対
応
が
困
難
に
な
る
事
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
民
生

児
童
委
員
の
方
々
に
は
地
区
の
実

態
把
握
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
近

隣
の
住
民
や
民
間
の
力
も
お
借
り

し
な
が
ら
住
民
相
互
の
協
力
援
助

を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

（
町
長
）

本
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援
は
、

相
当
手
厚
い
内
容
で
あ
る

新
た
に
作
成
さ
れ
た
　
　
　

「
ば
ん
だ
い
っ
こ
プ
ラ
ン
」
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一
般
質
問 アルツまでの県道拡幅について

　   坂　本　一　益　議員 　  

（町長）

活性化の観点からも重点事業の一つと認識しており、
毎年、県に要望している

【
質
問
】
数
年
前
よ
り
ア
ル
ツ
に

通
じ
る
県
道
が
冬
期
間
通
行
止
め

に
な
っ
て
い
る
。
原
因
は
、
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
作
動
し
て
な

い
こ
と
と
傾
斜
も
き
つ
い
ヘ
ア
ピ

ン
カ
ー
ブ
で
道
幅
も
狭
く
除
雪
も

車
の
通
行
も
危
険
と
理
解
し
て
い

る
。

　
一
般
県
道
と
し
て
ア
ル
ツ
に
通

じ
る
重
要
な
路
線
と
考
え
ら
れ
る

が
改
良
事
業
に
取
り
組
む
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
東
日
本
大
震
災
及
び
原

子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
停
止
す
る
こ
と

に
よ
り
、
節
電
に
協
力
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
県
と
の
協
議

に
基
づ
き
冬
期
間
、
通
行
止
め
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、
原
発
事
故
の
風
評
被

害
に
よ
り
、
当
該
リ
ゾ
ー
ト
地
を

訪
れ
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
も
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
ア
ル
ツ

全
体
の
営
業
収
益
の
回
復
に
は
結

び
つ
か
ず
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
再
稼
働
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
「
会
津
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ

ゾ
ー
ト
構
想
」
に
位
置
付
け
ら
れ

た
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
重
要
な
路
線
の
再
整

備
は
、
町
の
活
性
化
の
観
点
か
ら

も
重
点
事
業
の
一
つ
と
認
識
し
て

お
り
、
町
は
地
域
の
検
討
課
題
と

と
ら
え
、
県
に
毎
年
、
要
望
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
平
成
26
年
度
の
学
校
給

食
の
県
産
品
活
用
割
合
は
22
％
で

県
総
合
計
画
で
は
、
活
用
割
合
を

32
年
度
に
40
％
以
上
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
地
場
産
物
を
活
用

す
る
こ
と
は
、「
児
童
生
徒
が
郷

土
の
自
然
、
食
文
化
等
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
」
こ
と
や
「
地

場
産
物
の
生
産
者
や
生
産
、
流
通

過
程
等
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

食
べ
物
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育

む
」
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
教
育

的
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
町
に
お
い
て
も
、
食
材
の
放
射

性
物
質
の
検
査
で
安
全
・
安
心
を

確
認
し
た
上
で
保
護
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
県
産
品
の
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
と
推
測
し
て
い

る
。

　
そ
こ
で
、
よ
り
「
顔
が
見
え
、

話
が
で
き
る
」
地
元
生
産
者
か
ら

安
全
な
食
材
を
購
入
す
る
町
独
自

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
給
食
に
使
う
食
材
の
検

査
体
制
を
し
っ
か
り
と
構
築
す
る

な
ど
、
給
食
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
給
食
の
食
材

は
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
調

達
し
て
お
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
地
場
産
品
の
活
用
を
図
る
よ
う

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】
限
ら
れ
た
給
食
費
の
枠

を
超
え
て
地
元
産
を
使
う
奨
励
月

間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
現
在
の
と
こ
ろ
地
産

地
消
の
た
め
、
町
独
自
で
学
校
給

食
へ
の
補
助
等
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
学
校
の
栄
養
士
が
各
学

校
に
出
向
き
、
食
事
の
大
切
さ
を

教
え
る
た
め
、
食
育
の
出
前
授
業

も
行
っ
て
お
り
ま
す
し
、
月
ご
と

に
食
育
の
目
標
を
た
て
、
そ
の
指

導
内
容
に
つ
い
て
全
教
職
員
が
共

通
理
解
を
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

食
育
と
し
て
の
学
校
給
食

と
地
産
地
消
に
つ
い
て

冬期間通行止めとなっている県道会津若松裏磐梯線
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３
月
に
入
っ
て
か
ら
の
大
雪

で
、
今
年
も
赤
枝
の
彼
岸
獅
子

は
「
寄
せ
打
ち
」
か
？
と
の
心

配
は
。

　
早
朝
、
朝
も
や
の
中
、
笛
・

太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
、
ひ
と
安

心
。

　
４
年
前
の
東
日
本
大
震
災
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
テ
ロ
事
件
、
こ

の
度
の
大
雪
な
ど
、「
自
然
災

害
、
事
件
、
事
故
は
時
と
場
所

を
選
ば
な
い
」
こ
と
を
教
え
て

い
る
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
は
、

平
和
の
た
め
と
言
い
な
が
ら
、

テ
ロ
を
招
く
の
で
は
？
真
剣
に

考
え
て
み
よ
う
！

�

（
文
責
　
佐
藤
貞
夫
）

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議
　
長�

穴
澤
　
保

広
報
委
員
会

委
員
長�

佐
藤
貞
夫

副
委
員
長�

瀨
田
晃
旬

委
員�

坂
本
一
益

委
員�

齋
藤
　
博

み
ん
な
の
声

・�中学校のグランドにナイター設備を付けてほしいです。

・�妹世代の友だちも増やしてほしいので、若者住宅を一小の近くにた

くさん建ててほしいです。

・�西部の公共施設は二小しかありません。そこで、道の駅のような直

売所をつくれば喜多方、河東方面からのお客さんを呼びこむことが

でき、老人などの移動が厳しい方たちの生活が楽になります。

・�磐梯町の観光地を増やして、いろんな人達が来るようにすればいい

のではないかと思います。なぜなら、磐梯町に観光地はあるけど、

観光客がなかなか増えなくて、あまり県外の人達には知られてない

と思うからです。いろいろな方法でお知らせし、観光客の人達が「と

てもすごい！」や「おもしろい！」などと言ってもられる観光地が

できればいいと思います。

・�磐梯町の美化活動を提案します。ごみのポイ捨てに関するポスター

や看板等を町中にはったりすれば良いと思います。学校でもポイ捨

て禁止のポスターコンクールなどを行うと、磐梯町の美化意識が高

まると思います。おもに、ごみを捨てるのは観光客だと思うので、

看板やポスターは有効だと思います。また町の人たちの美化意識を

高めるために、町のごみ拾いイベントなどを行うことも良いのでは

ないでしょうか。

・�磐梯町にお店を増やすということです。もっとお店を増やせば観光

客も増え、お年よりも遠い所へ買い物に行かなくてよくなる人、町

のなやみの種でもある人口減少も解決するのではないかと思います。

・�西部には公共施設が少なかったりして、お年寄りが大変、こまって

しまうかもしれません。そのために交流館の二号館のようなものを

造ってはいただけませんか。そうすれば、磐梯町を通った人が休め、

町民も気楽に行ける、たくさんの人のいこいの場になるのではない

のかと思います。

・�磐梯中学校の部活動に男子バレーボール部をつくることを提案します。

なぜなら小学校でバレーボールをやっていても中学校で、できなく

なってしまうからです。男子バレーボールをやっている人口は少な

いので、県の大会などに行ける確率が他の部活より多いです。もし、

優秀な成績をおさめることができるなら、福島県の市町村から名声

を得ることができるかもしれません。そうすれば、磐梯町に移住す

る人が増えて、磐梯町の人口減少に歯止めがかかるかもしれません。

議会の傍聴に訪れた
第一小学校 ６年生

第二小学校 ６年生

今
回
の
「
み
ん
な
の

声
」
は
、
次
の
世
代

を
担
う
、
傍
聴
に
訪

れ
た
小
学
生
の
声
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

磐
梯
第
一・二
小
学
校

�
六
年
生
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